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　民
生
委
員
に
な
っ
ち
ゃっ
た鳥

居 

一
頼

 

【
筆
者
紹
介
】

鳥
居  

一
賴（
ト
リ
イ  

カ
ズ
ヨ
リ
）
１
９
４
９
年
生
、
登
別
市
出
身
、
北
海
道
教
育
大
卒
。

道
内
で
18
年
間
教
壇
に
立
つ
。
道
教
委
、
道
庁
な
ど
に
勤
務
後
、
室
蘭
･
登
別
で
小
学
校
校
長
歴
任
。
そ
の
後
関
西
の
私
立
大
学
の
教
授
。

現
在
、
登
別
市
き
ず
な
大
使
と
し
て
市
社
協
の
地
域
福
祉
実
践
計
画
推
進
を
支
援
す
る
か
た
わ
ら
、
地
域
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活

動
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
友
愛
福
祉
会
理
事
。
ま
た
道
民
児
連
が
令
和
５
年
よ
り
設
置
し
た「
民
児
協
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
委
員
長
を
担
わ
れ
て
い
る
。『
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
す
す
め
』（
道
民
児
連
２
０
２
１
年
刊
）の
中
で
詩
集『
情
緒

は
私
を
支
配
す
る
。
論
理
よ
り
も
強
く
』が
教
材
化
さ
れ
、
初
任
者
研
修
で
は
詩
を
も
ち
い
た
斬
新
な
研
修
ス
タ
イ
ル
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

主
な
著
書
に「
子
ど
も
と
学
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
こ
っ
ち
ょ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
論
」（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）な
ど
。
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出
会
っ
た
人
に
救
わ
れ
ま
し
た

心
の
迷
い
は
さ
り
げ
な
く
包
み
込
ま
れ
ま
す

出
来
な
い
こ
と
は
決
し
て
無
理
し
ま
せ
ん

一
人
で
や
ら
ず
に
周
り
を
巻
き
込
ん
で
い
ま
す

家
族
と
も
よ
く
相
談
し
て
動
い
て
い
ま
す

何
を
す
べ
き
か
を
感
づ
い
た
み
た
い

な
ぜ
か
民
生
委
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

他
人
（
ひ
と
）
に
求
め
ら
れ
て

生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
し
た

他
人
や
地
域
に
と
っ
て
大
事
な
存
在
に
な
り
ま
し
た

世
の
中
の
仕
組
み
や
あ
り
方
を

真
剣
に
学
ん
で
い
ま
す

福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

担
う
ひ
と
り
に
な
り
ま
し
た

家
族
に
誇
れ
る
こ
と
が
一
番
で
す

「
共
に
生
き
る
」
を
動
か
す
人
情
を
感
じ
て
い
ま
す

な
ぜ
か
民
生
委
員
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た

困
っ
た
人
に
は
つ
い
手
を
差
し
出
し
て
い
ま
す

相
談
さ
れ
る
と
な
ぜ
か
親
身
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

小
さ
な
頼
み
ご
と
も
す
ぐ
に
は
断
れ
ま
せ
ん

地
域
の
困
り
事
が
ち
ょ
っ
と
気
に
か
か
り
ま
す

忙
し
く
て
も
時
間
を
や
り
く
り
し
て
い
ま
す

お
世
話
焼
き
を
誰
か
に
感
づ
か
れ
た
み
た
い

な
ぜ
か
民
生
委
員
し
て
い
ま
す

暮
ら
し
の
悩
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

見
込
み
違
い
で
不
安
に
な
り
ま
す

求
め
ら
れ
て
も
手
に
余
り
ま
す

ひ
と
り
で
は
担
い
き
れ
ま
せ
ん

気
苦
労
だ
け
が
溜
ま
っ
て
き
ま
す

辞
め
た
い
お
も
い
を
感
づ
か
れ
た
み
た
い

な
ぜ
か
民
生
委
員
続
け
て
い
ま
す

11

謹んで初春のお慶びを申しあげます

公益財団法人 北海道民生委員児童委員連盟
会　　長　　佐　川　　　徹
副 会 長　　梅　田　絹　子

船　橋　優　子
　関　原　　　久

常務理事　　長谷川　　　稔
他役職員一同

　昨年中は本連盟運営につきまして、格別のお力添えを賜り
厚くお礼申しあげます。
　本年も誰もが安心して暮らせる地域づくりに向け、役職員と
もども努力してまいりますので、一層のご指導、ご鞭撻のほど
よろしくお願い申しあげます。

令和六年　新春　
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個
人
情
報
の
管
理
と
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動 

■�

個
人
情
報
と
は

　

個
人
情
報
は
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
情
報
で
、
生
存
す

4

4

4

る4

個
人
に
関
す
る
情
報
で
す
。ま
た
、

職
業
、
家
族
関
係
な
ど
の
事
実
に
関

す
る
情
報
や
個
人
の
判
断
・
評
価
に

関
す
る
情
報
も
含
め
、
個
人
と
関
連

づ
け
ら
れ
る
す
べ
て
の
情
報
を
意
味

し
ま
す
。

　

カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
な
ど
で
撮
影
し

た
映
像
や
音
声
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

に
よ
っ
て
特
定
の
個
人
が
識
別
で
き

る
場
合
に
は
、
個
人
情
報
に
該
当
し

ま
す
の
で
、
広
報
な
ど
に
用
い
る
際

に
は
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■�

個
人
情
報
保
護
法
の
施
行

　

高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
に
と

も
な
い
、
個
人
情
報
の
利
用
が
著
し

く
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年

４
月
に
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
国
及
び
地
方
公

共
団
体
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
個
人
情
報
保
護
法

と
は
別
に
市
町
村
で
条
例
を
定
め
て

個
人
情
報
の
管
理
の
体
制
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
上
で
、
個
人
情
報
を
事
業

活
動
に
利
用
す
る
者
を
個
人
情
報
取

扱
事
業
者
と
位
置
づ
け
、
個
人
情
報

取
扱
事
業
者
の
遵
守
す
べ
き
義
務
な

ど
を
こ
の
法
律
で
定
め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
生
活
す
る
中
で
発
生
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
で
も
必
要
な

個
人
情
報
で
す
が
、
情
報
を
扱
う
上

で
個
人
の
権
利
や
利
益
を
守
る
た
め

の
法
律
で
あ
り
、
個
人
情
報
を
扱
う

事
業
者
の
信
頼
性
を
担
保
す
る
観
点

か
ら
も
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事

業
者
に
そ
の
処
理
基
準
を
示
し
ま
し

た
。

　
昨
年

　
昨
年
1212
月
の
一
斉
改
選
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
新
任
委
員
の
皆
さ
ん
も
活
動

月
の
一
斉
改
選
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
新
任
委
員
の
皆
さ
ん
も
活
動

に
少
し
ず
つ
慣
れ
、
住
民
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
る
機
会
も
増
え
て
き
た
こ
と

に
少
し
ず
つ
慣
れ
、
住
民
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
る
機
会
も
増
え
て
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
（
以
下
、「
民
生
委
員
」）
活
動
は
、
多
く
の
個
人
情
報

　
民
生
委
員
児
童
委
員
（
以
下
、「
民
生
委
員
」）
活
動
は
、
多
く
の
個
人
情
報

を
取
り
扱
う
な
か
で
成
立
し
て
い
る
活
動
で
す
。

を
取
り
扱
う
な
か
で
成
立
し
て
い
る
活
動
で
す
。

民
生
委
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る
た
め
、
個
人
情
報
の
保

民
生
委
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る
た
め
、
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
個
人
情
報
保
護
法
」）
の
適
用
は
受
け
ま
せ
ん
が
、

護
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
個
人
情
報
保
護
法
」）
の
適
用
は
受
け
ま
せ
ん
が
、

民
生
委
員
法
第

民
生
委
員
法
第
1515
条
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

条
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
書
類
等
の
取
り
扱
い
に
は
普
段
か
ら
厳
重
な
管
理

　
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
書
類
等
の
取
り
扱
い
に
は
普
段
か
ら
厳
重
な
管
理

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
民
生
委
員
が
保
有
す
る
個
人
情
報
記
載
資
料
の
紛
失
事

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
民
生
委
員
が
保
有
す
る
個
人
情
報
記
載
資
料
の
紛
失
事

例
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

例
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
個
人
情
報
の
紛
失
は
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

　
こ
う
し
た
個
人
情
報
の
紛
失
は
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
関
係
法
令
等
を
正
し
く
理
解
し
て
、
個
人
情

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
関
係
法
令
等
を
正
し
く
理
解
し
て
、
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
留
意
し
な
が
ら
適
切
な
活
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

報
の
取
り
扱
い
に
留
意
し
な
が
ら
適
切
な
活
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
新
任
委
員
の
皆
さ
ん
も
活
動

に
少
し
ず
つ
慣
れ
、
住
民
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
る
機
会
も
増
え
て
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
（
以
下
、「
民
生
委
員
」）
活
動
は
、
多
く
の
個
人
情
報

を
取
り
扱
う
な
か
で
成
立
し
て
い
る
活
動
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る
た
め
、
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律（
以
下「
個
人
情
報
保
護
法
」）の
適
用
は
受
け
ま
せ
ん
が
、

一
方
で
民
生
委
員
法
第
15
条
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
書
類
等
の
取
り
扱
い
に
は
普
段
か
ら

厳
重
な
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
民
生
委
員
が
保
有
す
る
個
人
情
報
記
載
資

料
の
紛
失
事
例
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
過
失
は
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
関
係
法
令
等
を
正
し
く
理
解
し
て
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
留
意
し
な
が
ら
適
切
に
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。



No.219 No.219

個人情報の管理と民生委員児童委員活動

個
人
情
報
の
管
理
と
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動 

■�
個
人
情
報
保
護
法
第
18
条

（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
）、

第
27
条（
第
三
者
提
供
の
制
限
）

　

個
人
情
報
保
護
法
で
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
を
除
き
、
個
人
情
報
を

取
り
扱
う
す
べ
て
の
者
は
個
人
情
報

取
扱
事
業
者
と
な
り
ま
す
。
第
18
条

で
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、

あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意
を
得
な
い

で
、
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
個
人
情

報
を
取
り
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
デ
ー
タ
の

第
三
者
提
供
に
関
し
て
も
、
第
27
条

に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同

意
を
得
な
い
で
、
個
人
デ
ー
タ
を
第

三
者
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
と
規

定
し
て
い
ま
す
。

　

但
し
、
何
れ
も
次
に
掲
げ
る
場
合

を
除
く
と
す
る
例
外
規
定
が
あ
り
ま

す
が
、
逆
に
言
い
ま
す
と
、
こ
れ
以

外
は
本
人
の
同
意
が
必
要
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【
例
外
と
な
る
場
合
】

・
法
令
に
基
づ
く
場
合

・�

人
の
生
命
、
身
体
ま
た
は
財
産
の

保
護
に
必
要
な
場
合

・�

公
衆
衛
生
・
児
童
の
健
全
育
成
に

特
に
必
要
な
場
合

・�

国
や
地
方
公
共
団
体
に
協
力
す
る

場
合　

な
ど

■�

民
生
委
員
は

　
個
人
情
報
保
護
法
の

　
適
用
を
受
け
な
い

　

民
生
委
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員
で
あ
る
た
め
、
個
人
情

報
保
護
法
の
適
用
は
受
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、

営
利
、
非
営
利
を
問
わ
な
い
民
間
事

業
者
と
さ
れ
て
お
り
、
民
生
委
員
法

に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
民
生
委
員
協

議
会
（
以
下
、「
民
児
協
」）
は
、
町

内
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
の
民
間
事

業
者
で
は
な
い
た
め
、
個
人
情
報
取

扱
事
業
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■�

民
生
委
員
が
行
う

　
個
人
情
報
の
収
集

　

民
生
委
員
の
主
な
役
割
は
、
住
民

の
相
談
に
応
じ
、
助
言
な
ど
援
助
を

行
う
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

民生委員への情報提供に係る
　　　　　関係通知・関係法令（抜粋）

〇�要援護者に係る情報の把握・共有及び安否確認等の円
滑な実施について（平成19年８月10日 各都道府県各
指定都市 · 各中核市民生主管部（局）長あて厚生労働
省６課長通知）

　⑶民生委員児童委員等に対する情報提供について
　�　特に民生委員児童委員は、災害時に限らず、個人情
報保護法施行以降、従来市町村から提供されていたひ
とり暮らし高齢者名簿、一人親家庭の名簿、新生児の
いる家庭の名簿が提供されなくなり、民生委員児童委
員活動に支障が生じているとの報告を受けている。民
生委員児童委員の日常的な見守り等の平常時の活動
が、災害時における要援護者の置かれるであろう状況
や必要なニーズを把握するうえで重要であることか
ら、市町村は民生委員児童委員に対し必要な情報を提
供し、平常時における民生委員児童委員活動に支障が
生じないよう配慮願いたい。

〇災害対策基本法
　（名簿情報の利用及び提供）
　第49条の11　（略）
　２�　市町村長は、災害の発生に備え、避難支援等の実
施に必要な限度で、地域防災計画の定めるところに
より、消防機関、都道府県警察、民生委員法（昭和
二十三年法律第百九十八号）に定める民生委員、社
会福祉法（昭和二十六年法律第四十五号）第百九条
第一項に規定する市町村社会福祉協議会、自主防災
組織その他の避難支援等の実施に携わる関係者（次
項、第四十九条の十四第三項第一号及び第四十九条
の十五において「避難支援等関係者」という。）に
対し、名簿情報を提供するものとする。ただし、当
該市町村の条例に特別の定めがある場合を除き、名
簿情報を提供することについて本人（当該名簿情報
によつて識別される特定の個人をいう。次項におい
て同じ。）の同意が得られない場合は、この限りで
ない。

　３�　市町村長は、災害が発生し、又は発生するおそれ
がある場合において、避難行動要支援者の生命又は
身体を災害から保護するために特に必要があると認
めるときは、避難支援等の実施に必要な限度で、避
難支援等関係者その他の者に対し、名簿情報を提供
することができる。この場合においては、名簿情報
を提供することについて本人の同意を得ることを要
しない。
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必
要
と
す
る
人
が
適
切
に
利
用
で
き

る
よ
う
情
報
提
供
等
を
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
、
住
民
か
ら
直
接
聞

き
取
り
を
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
な
状
態
か
を
把
握
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
個
人
情
報
保
護
法

の
対
象
事
業
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
個
人
情
報
へ
の
配
慮
は
、
住
民

と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
も
大

切
で
す
。
住
民
か
ら
の
情
報
収
集
に

対
し
て
は
、
情
報
収
集
の
目
的
を
明

確
化
し
、
必
要
最
小
限
の
情
報
収
集

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■��

行
政
等
か
ら
の
情
報
提
供

　

民
生
委
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員
で
あ
る
た
め
、
民
生
委

員
法
第
14
条
に
定
め
ら
れ
た
職
務
の

遂
行
に
あ
た
り
、
行
政
や
個
人
情
報

取
扱
事
業
者
よ
り
必
要
な
個
人
デ
ー

タ
の
提
供
を
本
人
か
ら
同
意
を
得
ず

に
受
け
る
こ
と
は
、
個
人
情
報
の
第

三
者
提
供
の
制
限
の
例
外
と
し
て
可

能
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
か
ら
の
情

報
提
供
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も

各
市
町
村
の
個
人
情
報
保
護
条
例
の

解
釈
に
よ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
思

う
よ
う
に
情
報
を
共
有
さ
せ
て
も
ら

え
な
い
民
児
協
に
あ
っ
て
は
、
民
生

委
員
へ
の
個
人
情
報
の
提
供
に
つ
い

て
、
条
例
に
き
ち
ん
と
明
記
し
て
も

ら
う
よ
う
市
町
村
に
働
き
か
け
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■�
民
生
委
員
に
は

　
守
秘
義
務
が
あ
る

　

民
生
委
員
法
第
15
条
「
民
生
委
員

は
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
つ

て
は
、
個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ

の
身
上
に
関
す
る
秘
密
を
守
り
、
人

種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又

は
門
地
に
よ
つ
て
、
差
別
的
又
は
優

先
的
な
取
扱
を
す
る
こ
と
な
く
、
且

つ
、
そ
の
処
理
は
、
実
情
に
即
し
て

合
理
的
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
同
条
の
規
定
に
よ

り
守
秘
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
の

で
、
個
人
情
報
の
第
三
者
提
供
や
安

全
管
理
に
は
留
意
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■���

民
生
委
員
が
行
う

　
個
人
情
報
の
第
三
者
提
供

　

民
生
委
員
活
動
に
お
い
て
は
、
相

談
を
受
け
た
住
民
を
適
切
な
支
援
に

つ
な
ぐ
た
め
に
も
、
行
政
や
関
係
機

関
等
に
対
し
、
相
談
者
が
ど
の
よ
う

な
課
題
を
抱
え
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
、
情
報
提

供
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

守
秘
義
務
と
の
関
係
も
あ
り
、
ど
の

範
囲
の
情
報
を
誰
に
提
供
し
て
よ
い

か
悩
む
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、
個
人
情
報
保
護
法

の
適
用
は
受
け
ま
せ
ん
が
、
守
秘
義

務
が
あ
る
た
め
、
要
支
援
者
等
の
情

報
を
第
三
者
へ
提
供
す
る
場
合
は
、

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
取
り
扱
い

に
準
ず
る
こ
と
に
な
り
、
本
人
の
同

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
第
三
者
へ

情
報
提
供
を
行
う
場
合
、
提
供
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
予
め
本
人

の
同
意
を
得
て
お
く
こ
と
が
大
事
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
理
解
し
た

う
え
で
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
が
大

切
で
す
が
、
何
よ
り
、
誠
意
を
持
っ

て
丁
寧
な
説
明
を
行
う
こ
と
に
よ
り

不
信
感
や
不
安
感
を
払
拭
し
、
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
余
計
な

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、
よ
り
よ
い
支

援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■��

包
括
的
同
意
に
よ
る

　
個
人
情
報
の
共
有

　

前
述
の
と
お
り
、
民
生
委
員
が
収

集
し
た
個
人
情
報
を
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
、「
社
協
」）
な
ど
関
係
機
関
に
提

供
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
同

意
が
必
要
で
す
が
、
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有
の
有
効
な
手
段
と
し

て
、
包
括
的
同
意
と
い
う
方
法
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
支
援
活
動
と
い
う
目
的
の

範
囲
内
で
予
め
想
定
さ
れ
る
支
援
の

内
容
や
連
携
を
必
要
と
す
る
機
関
等

へ
の
最
小
限
の
個
人
情
報
の
提
供
に

つ
い
て
、
支
援
開
始
段
階
で
了
承
を

得
て
お
く
と
い
う
も
の
で
す
。な
お
、

当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
利
用
を

す
る
必
要
が
出
て
き
た
と
き
は
、
改

め
て
本
人
の
同
意
を
取
る
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

同
意
確
認
の
方
法
は
口
頭
で
も
構

い
ま
せ
ん
が
、
後
で
「
言
っ
た
、
言

わ
な
い
」
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た

め
に
は
、
活
動
記
録
な
ど
に
メ
モ
し

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
家
族
や
成
年
後

見
人
等
へ
の
説
明
と
同
意
が
必
要
と

い
え
ま
す
。

■��

個
人
情
報
の
安
全
管
理

　

民
生
委
員
は
、
福
祉
票
や
活
動
記

録
な
ど
、
多
く
の
個
人
情
報
を
保
有

し
て
い
ま
す
の
で
、
個
人
情
報
が
記

載
さ
れ
た
書
類
等
の
取
り
扱
い
に

は
、
普
段
か
ら
厳
重
な
管
理
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

○
情
報
の
利
用
と
提
供
の
範
囲

　

本
人
か
ら
情
報
を
取
得
す
る
場

合
、
情
報
の
利
用
目
的
を
細
か
く
説

明
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
例
え
ば

「
命
の
バ
ト
ン
」
の
利
用
希
望
や
災

害
時
の
要
援
護
者
リ
ス
ト
を
作
成
す

る
場
合
、
提
供
す
る
相
手
方
は
誰
か

や
、
そ
の
目
的
を
説
明
し
て
、
同
意

や
承
諾
を
得
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
特
に
災
害
時
に
見
守
る
た
め
の
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●民生委員・児童委員は、個人情報保護法の
対象事業者ではない
●守秘義務規定に基づき、従来通りの節度あ
る取り扱いを心がける
●住民や関係者への、民生委員・児童委員の
守秘義務規定も含めた活動のＰＲが大切
●個人情報保護か社会福祉援助かの二者択一
ではなく、対象・内容・方法を考慮し調和
を取ることが大切

POINT

高
齢
者
等
の
情
報
は
、
町
内
会
・
自

治
会
と
共
有
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え

る
と
、
本
人
の
同
意
を
得
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

○�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
名
簿
等
と

各
種
記
録
の
管
理

　

行
政
や
社
協
か
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
名
簿
を
提
供
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
帰
宅
途
中
で
紛
失
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要

で
す
し
、
厳
重
に
保
管
し
、
持
ち
出

す
こ
と
の
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

○�

研
修
の
場
合
の
匿
名
化
と
そ
の
安

全
対
策

　

事
例
検
討
研
修
の
資
料
は
氏
名
を

匿
名
化
し
た
り
、
個
人
が
特
定
で
き

な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
研
修
終
了
後
に
資
料
を

回
収
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

○�

退
任
し
た
場
合
の
記
録
の
一
括
処

理
対
策

　

委
員
の
任
期
中
は
大
量
の
資
料
が

集
ま
り
ま
す
。
保
管
の
必
要
が
な
い

資
料
と
、
任
期
中
は
保
管
し
て
お
く

資
料
に
分
類
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
し
、
退
任
す
る
と
き
に
は
民
児

協
で
一
括
し
て
処
理
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

○
関
係
会
議
と
守
秘
義
務

　

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域
ケ

ア
会
議
、
個
別
ケ
ー
ス
会
議
な
ど
に

出
席
す
る
と
き
、
会
議
で
は
、「
地

域
の
方
の
個
人
情
報
」
が
、
課
題
を

と
も
に
考
え
て
い
く
材
料
と
し
て
提

供
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
会
議
で
提

供
さ
れ
た
個
人
情
報
は
他
の
場
で
漏

ら
さ
な
い
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
る
こ

と
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

■�

保
有
す
る
個
人
情
報
を

　
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合

　

万
が
一
、
紛
失
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
行
政
と
連
携
し
た
迅
速
、
適

切
な
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
も

し
も
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
委
員
は
、

す
み
や
か
に
民
児
協
会
長
に
報
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
民
児
協
と

し
て
も
行
政
の
担
当
課
に
迅
速
に
報

告
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
は
、
紛
失
情
報
の
対
象
者
の

人
数
に
関
わ
ら
ず
、
た
と
え
１
人
分

の
情
報
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
す
。
そ

し
て
、
行
政
の
担
当
課
と
対
応
を
協

議
し
、
相
談
の
う
え
本
人
へ
の
謝
罪

等
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
状
況

に
よ
っ
て
は
記
者
発
表
と
い
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

個
人
情
報
の
紛
失
は
、
住
民
と
の

信
頼
関
係
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
し
、
今
は
す
ぐ
に
全
国
ニ
ュ
ー

ス
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分

の
町
だ
け
の
こ
と
に
留
ま
ら
な
い

で
、
民
生
委
員
全
体
に
対
す
る
信
頼

や
信
用
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
決
し
て
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
書
類

等
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
ご
留
意

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

手
・
管
理
・
流
通
な
く
し
て
は
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
前
提
に
立

ち
、
社
会
福
祉
関
係
者
の
間
で
は
、

関
係
者
同
士
が
互
い
を
信
頼
し
、

問
題
解
決
の
た
め
に

要
支
援
者
の
個
入
情

報
を
流
通
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
社
会
福
祉

関
係
者
は
、
法
令

等
に
よ
り
「
守
秘
義

務
」
が
課
せ
ら
れ
て

お
り
、
か
つ
、
援
助

原
則
や
倫
理
と
し
て

「
秘
密
保
持
」
を
繰

り
返
し
学
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
社
会
福

祉
援
助
に
お
い
て
個

人
情
報
保
護
が
担
保

さ
れ
て
き
た
と
も
い

　

社
会
福
祉
援
助
活
動
は
情
報
活

動
そ
の
も
の
で
あ
り
、
援
助
を
必

要
と
す
る
人(

以
下
、「
要
支
援

者
」
と
い
う)

の
個
人
情
報
の
入

え
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
個
人

情
報
保
護
法
の
対
象
事
業
者
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
個
人
情

報
保
護
法
に
準
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

「
民
生
委
員
法
の
守
秘
義
務
規
定
に

則
り
、
信
頼
関
係
を
損
な
わ
な
い
よ

う
個
人
情
報
に
配
慮
し
た
活
動
を
し

て
い
け
ば
よ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
が
個
人
情
報
保

護
法
の
趣
旨
に
も
添
っ
た
行
動
を
取

る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
民

生
委
員
法
と
い
う
法
律
に
よ
り
守
秘

義
務
を
負
っ
て
、
行
政
の
協
力
的
業

務
を
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を

地
域
住
民
や
関
係
者
に
対
し
て
、
丁

寧
に
周
知
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
福
祉
援
助
の
特
性
と
個
人
情
報
保
護



No.219 No.219

個人情報の管理と民生委員児童委員活動

　令
和
５
年
度
、秋
の
褒
章
・
叙
勲
で
、

受
章
さ
れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
の

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
　

  

（
敬
称
略
）

受
章
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す

 

　
　﹇
令
和
５
年 

秋
の
褒
章・叙
勲
﹈

 

●
秋
の
褒
章
・
叙
勲
受
章
者

褒
章
受
章
者

◇
藍
綬
褒
章

田
名
部
ま
り
子
（
函
館
市
　現
）

橋
本

　正
敏
（
室
蘭
市
　現
）

松
村

　順
子
（
苫
小
牧
市
　現
）

新
野
尾
伸
一
（
遠
軽
町
　元
）

叙
勲
受
章
者

◇
瑞
宝
小
綬
章

大
坂

　晴
義
（
函
館
市
　現
）

◇
瑞
宝
双
光
章

明
永

　勝
裕
（
旭
川
市
　現
）

寺
尾
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治
（
千
歳
市
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）

伊
藤
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親
（
八
雲
町
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）
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藤
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幸
（
幕
別
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）

柄
多
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二
（
室
蘭
市
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）

齊
藤
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博
（
帯
広
市
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）
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宮
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治
（
美
唄
市
　元
）

畠
山

　健
児
（
由
仁
町
　元
）

◇
瑞
宝
単
光
章

鈴
木

　恭
子
（
旭
川
市
　現
）

近
藤

　典
雄
（
旭
川
市
　現
）

毛
利

　徹
也
（
釧
路
市
　現
）

坪
井

　一
志
（
長
沼
町
　現
）

庄
野

　照
彦
（
新
冠
町
　現
）

松
尾

　幸
人
（
旭
川
市
　元
）

前
田

　弘
文
（
帯
広
市
　元
）

小
野

　史
博
（
妹
背
牛
町
　元
）

渡
辺

　正
三
（
喜
茂
別
町
　元
）

平
木
美
智
子
（
白
糠
町
　元
）
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募集します。風景・行事・人・動物・植物など、題材は問いませんの
で奮ってご応募をお願いします。
　なお、ご応募の中から選り抜きのうえ、採用させていただきま
すので掲載とならない場合もありますことを予めご承知おきくだ
さい。

鷹
栖
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
委
員

藤
井 

幹
子
さ
ん

Fujii Mikiko

＊応募先メールアドレス　m.hasegawa@dominjiren.or.jp

個人情報保護と社会福祉援助

守秘義務個人情報保護
社会福祉援助

　

個
人
情
報
保
護
の
名
の
下
に
連
携

や
協
働
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
と
な

れ
ば
、
円
滑
な
活
動
や
援
助
を
損
ね

て
し
ま
い
、
地
域
の
福
祉
問
題
解
決

自
体
が
困
難
に
な
り
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
役
割
自
体
が
問
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
社
会
福
祉
援

助
の
た
め
で
あ
れ
ば
個
人
情
報
を
自

由
に
取
り
扱
っ
て
も
よ
い
の
か
と
い

う
と
、
要
支
援
者
や
住
民
と
の
信
頼

関
係
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
も
あ

り
え
ま
せ
ん
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
活
動
に
お
い
て
は
、
こ
の
調
和
を

い
か
に
う
ま
く
取
る
か
が
大
切
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

様
々
な
職
務
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、
職
務
遂
行
の
中
で
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
に
一
層
の
注
意

を
払
っ
て
い
る
姿
勢
を
示
し
、

要
支
援
者
と
の
信
頼
形
成
の
契

機
と
し
て
い
く
積
極
的
発
想
が

必
要
で
す
。「
あ
な
た
の
個
人

情
報
を
こ
の
よ
う
に
保
護
し

て
い
る
」
と
い
う
姿
勢
を
援
助

者
側
か
ら
積
極
的
に
示
し
、
丁

寧
に
確
認
し
て
い
く
こ
と
は
、

利
用
者
と
の
信
頼
関
係
形
成
に

大
い
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
個
々
の
場
面
・
事
項

に
つ
い
て
も「
情
報
を
出
せ
ば
よ
い
」

「
情
報
を
遮
断
す
れ
ば
よ
い
」
と
い

う
二
者
択
一
論
で
は
な
く
、
地
域
性

や
関
係
性
を
踏
ま
え
た
う
え
で
「
誰

ま
で
な
ら
伝
え
ら
れ
る
か
」「
ど
こ

ま
で
な
ら
伝
え
ら
れ
る
か
」「
ど
の

よ
う
に
伝
え
る
か
」
を
考
え
工
夫
す

る
こ
と
で
出
せ
る
情
報
も
あ
る
の
で

す
。

＊�

「
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

の
基
本
的
考
え
方
と
留
意
点
」
平
成

18
年
６
月
（
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
）
よ
り
抜
粋
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栖
町
民
生
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児
童
委
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藤
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幹
子
さ
ん

Fujii Mikiko

＊応募先メールアドレス　m.hasegawa@dominjiren.or.jp

高
齢
者
の
見
守
り
隊

　
藤
井
さ
ん
が
地
域
福
祉
の
世
界
に
入
っ

た
き
っ
か
け
は
、
４
年
前
に
任
命
さ
れ
た

町
内
会
の
福
祉
委
員
活
動
か
ら
。
鷹
栖
町

の
自
治
会
で
は
、
民
生
児
童
委
員
と
よ
く

似
た
活
動
を
す
る
セ
ク
ト
と
し
て
、
福
祉

委
員
を
設
置
し
て
い
る
そ
う
。
前
任
者
と

交
代
し
て
委
員
に
な
っ
た
藤
井
さ
ん
は
、

特
に
お
年
寄
り
家
庭
の
見
守
り
訪
問
を
中

心
に
活
動
し
ま
し
た
。

　
少
し
ず
つ
実
績
を
積
む
う
ち
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
ラ
ブ
コ
ー
ル
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
の
委
嘱
へ
の
道

は
、
こ
う
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
福
祉
委
員
と
民
生
児
童
委
員
の
活
動

は
、時
に
は
重
複
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

始
め
は
ど
の
よ
う
に
切
り
分
け
る
の
が
よ

い
の
か
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
共

に
補
完
す
る
関
係
性
だ
と
考
え
て
か
ら
悩

み
は
吹
っ
切
れ
ま
し
た
」。
藤
井
さ
ん
は

そ
う
言
っ
て
朗
ら
か
に
笑
い
ま
す
。

誓
い
と
現
実
の
は
ざ
ま
で

　
実
は
藤
井
さ
ん
、
元
よ
り
地
域
福
祉
に

は
深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
そ
う
。
ル
ー

ツ
は
藤
井
さ
ん
が
高
校
生
の
こ
ろ
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。

　「
私
が
進
学
先
に
選
ん
だ
の
は
、
福
祉

系
の
専
門
学
校
で
し
た
。
思
う
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
障
が
い
者
の
支
援
を
や
っ
て
み

よ
う
と
」。
卒
業
後
は
旭
川
市
で
知
的
障

が
い
者
の
指
導
員
と
し
て
活
躍
し
た
藤
井

さ
ん
。
日
常
生
活
の
組
み
立
て
か
ら
就
労

支
援
ま
で
を
行
う
全
寮
制
の
事
業
所
に

は
、
軽
度
か
ら
重
度
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
障

が
い
を
持
つ
訓
練
生
た
ち
が
暮
ら
し
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
藤
井
さ
ん
は
特
に
重
度

の
障
が
い
者
の
支
援
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。

　「
本
当
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
し

た
が
、
転
勤
族
の
夫
と
の
結
婚
を
機
に
退

職
し
ま
し
た
。
で
も
、
夫
の
実
家
の
あ
る

鷹
栖
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
、
い
つ
か
ま

た
支
援
を
求
め
る
人
た
ち
の
役
に
立
ち
た

い
と
」。社
会
福
祉
協
議
会
と
の
邂
逅
は
、

ま
さ
に
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
で
き
ご

と
で
し
た
。

　
優
し
く
温
か
い
信
念
を
抱
く
藤
井
さ

ん
。
そ
ん
な
藤
井
さ
ん
が
唯
一
心
配
な
こ

と
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　「
鷹
栖
の
冬
は
農
村
特
有
の
ホ
ワ
イ
ト

ア
ウ
ト
が
付
き
物
で
す
。
か
つ
て
幾
度

か
、
独
居
の
お
年
寄
り
の
訪
問
を
試
み
た

の
に
、
吹
雪
と
未
除
雪
の
道
路
に
阻
ま
れ

て
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
」。

雪
害
も
ま
た
自
然
災
害
。
そ
ん
な
時
に
独

居
の
お
年
寄
り
た
ち
が
取
り
残
さ
れ
て
し

ま
っ
た
ら
。

　
地
域
福
祉
活
動
は
自
分
の
命
を
賭
す
も

の
で
は
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
一
方
で
、

一
人
の
不
幸
も
見
逃
さ
な
い
と
い
う
誓
い

も
ま
た
、
重
い
も
の
。
そ
の
狭
間
で
、
藤

井
さ
ん
な
り
の
答
え
を
出
そ
う
と
悩
ん
で

い
る
の
で
す
。

夢
は
夫
婦
の
農
園
づ
く
り

　
と
こ
ろ
で
藤
井
さ
ん
は
、
ご
主
人
の
ご

両
親
が
営
む
農
家
の
お
嫁
さ
ん
で
も
あ
り

ま
す
。
ご
主
人
は
農
業
を
継
が
ず
に
公
務

員
と
な
っ
た
た
め
、
家
業
の
存
続
を
諦
め

か
け
た
時
期
も
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
で

も
、
今
年
25
歳
に
な
る
藤
井
さ
ん
の
息
子

さ
ん
が
後
継
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

新
た
に
法
人
格
を
取
得
し
た
農
場
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と

か
。

　「
息
子
が
鷹
栖
に
戻
っ
て
く
る
と
決
ま

っ
た
時
、
地
域
の
人
々
が
み
ん
な
応
援
を

買
っ
て
出
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ

し
い
か
っ
た
。
若
者
が
戻
っ
て
く
れ
て
、

ま
た
ま
ち
に
活
気
が
あ
ふ
れ
て
く
れ
る
こ

と
。
そ
ん
な
日
を
私
は
待
ち
わ
び
て
い
ま

す
」。

　
新
し
い
生
産
法
人
に
は
、
都
会
か
ら
若

者
が
就
労
体
験
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
鷹
栖
町

で
の
新
規
就
農
に
挑
戦
す
る
方
も
現
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
公
務
員
の
道
に
進
ま
れ
た
ご
主
人
は
、

退
職
後
に
藤
井
さ
ん
と
二
人
、
小
さ
な
農

園
を
や
っ
て
み
た
い
と
言
う
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
。
生
産
法
人
は
息
子
に
任
せ
て
、

の
ん
び
り
と
楽
し
み
な
が
ら
野
菜
を
作
る
。

　
そ
れ
が
私
の
一
番
の
夢
で
す
と
、
藤
井

さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
笑
い
ま
し
た
。

　
鷹た

か
栖す

町
、
中
核
都
市
で
あ
る
旭
川
市
に
隣
接
し
た
上
川
総
合
振
興
局
管
内

の
ま
ち
。
全
国
区
で
知
ら
れ
た
高
級
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
「
オ
オ
カ
ミ
の
桃
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
旭
川
市

中
心
部
ま
で
車
で
20
分
と
利
便
性
が
よ
く
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
も
繁
栄

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ち
で
活
躍
す
る
民
生
児
童
委
員
の
藤
井
さ
ん
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。
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　民
生
委
員
に
な
っ
ち
ゃっ
た鳥

居 

一
頼

 

【
筆
者
紹
介
】

鳥
居  

一
賴（
ト
リ
イ  

カ
ズ
ヨ
リ
）
１
９
４
９
年
生
、
登
別
市
出
身
、
北
海
道
教
育
大
卒
。

道
内
で
18
年
間
教
壇
に
立
つ
。
道
教
委
、
道
庁
な
ど
に
勤
務
後
、
室
蘭
･
登
別
で
小
学
校
校
長
歴
任
。
そ
の
後
関
西
の
私
立
大
学
の
教
授
。

現
在
、
登
別
市
き
ず
な
大
使
と
し
て
市
社
協
の
地
域
福
祉
実
践
計
画
推
進
を
支
援
す
る
か
た
わ
ら
、
地
域
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活

動
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
友
愛
福
祉
会
理
事
。
ま
た
道
民
児
連
が
令
和
５
年
よ
り
設
置
し
た「
民
児
協
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
委
員
長
を
担
わ
れ
て
い
る
。『
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
す
す
め
』（
道
民
児
連
２
０
２
１
年
刊
）の
中
で
詩
集『
情
緒

は
私
を
支
配
す
る
。
論
理
よ
り
も
強
く
』が
教
材
化
さ
れ
、
初
任
者
研
修
で
は
詩
を
も
ち
い
た
斬
新
な
研
修
ス
タ
イ
ル
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

主
な
著
書
に「
子
ど
も
と
学
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
こ
っ
ち
ょ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
論
」（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）な
ど
。

エッセイ

個人情報の管理と民生委員児童委員活動

■写真「インディアン水車」（千歳川）

インフォメーション
秋の褒章・叙勲 ………………………… 6
アンテナ道民児連掲載写真募集……… 6
クローズアップ「この人」……………… 7
新年のごあいさつ ……………………… 8
エッセイ：ひとをつなぐ
  「�民生委員になっちゃった」……… 8

出
会
っ
た
人
に
救
わ
れ
ま
し
た

心
の
迷
い
は
さ
り
げ
な
く
包
み
込
ま
れ
ま
す

出
来
な
い
こ
と
は
決
し
て
無
理
し
ま
せ
ん

一
人
で
や
ら
ず
に
周
り
を
巻
き
込
ん
で
い
ま
す

家
族
と
も
よ
く
相
談
し
て
動
い
て
い
ま
す

何
を
す
べ
き
か
を
感
づ
い
た
み
た
い

な
ぜ
か
民
生
委
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

他
人
（
ひ
と
）
に
求
め
ら
れ
て

生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
し
た

他
人
や
地
域
に
と
っ
て
大
事
な
存
在
に
な
り
ま
し
た

世
の
中
の
仕
組
み
や
あ
り
方
を

真
剣
に
学
ん
で
い
ま
す

福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

担
う
ひ
と
り
に
な
り
ま
し
た

家
族
に
誇
れ
る
こ
と
が
一
番
で
す

「
共
に
生
き
る
」
を
動
か
す
人
情
を
感
じ
て
い
ま
す

な
ぜ
か
民
生
委
員
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た

困
っ
た
人
に
は
つ
い
手
を
差
し
出
し
て
い
ま
す

相
談
さ
れ
る
と
な
ぜ
か
親
身
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

小
さ
な
頼
み
ご
と
も
す
ぐ
に
は
断
れ
ま
せ
ん

地
域
の
困
り
事
が
ち
ょ
っ
と
気
に
か
か
り
ま
す

忙
し
く
て
も
時
間
を
や
り
く
り
し
て
い
ま
す

お
世
話
焼
き
を
誰
か
に
感
づ
か
れ
た
み
た
い

な
ぜ
か
民
生
委
員
し
て
い
ま
す

暮
ら
し
の
悩
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

見
込
み
違
い
で
不
安
に
な
り
ま
す

求
め
ら
れ
て
も
手
に
余
り
ま
す

ひ
と
り
で
は
担
い
き
れ
ま
せ
ん

気
苦
労
だ
け
が
溜
ま
っ
て
き
ま
す

辞
め
た
い
お
も
い
を
感
づ
か
れ
た
み
た
い

な
ぜ
か
民
生
委
員
続
け
て
い
ま
す
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謹んで初春のお慶びを申しあげます

公益財団法人 北海道民生委員児童委員連盟
会　　長　　佐　川　　　徹
副 会 長　　梅　田　絹　子

船　橋　優　子
　関　原　　　久

常務理事　　長谷川　　　稔
他役職員一同

　昨年中は本連盟運営につきまして、格別のお力添えを賜り
厚くお礼申しあげます。
　本年も誰もが安心して暮らせる地域づくりに向け、役職員と
もども努力してまいりますので、一層のご指導、ご鞭撻のほど
よろしくお願い申しあげます。

令和六年　新春　


